
　平成31年 2月 2日　　　１０：００　～　１１：００

グループホーム婦中の家

利用者家族 １０名(山口様2名、袋様、村井様、堂林様、中田様、温井様、的山様3名) 　

民生委員(三井様)　　職員２名（統括、井上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・無　・有　

利用者状況 ・会議資料報告

活動状況 ・会議資料報告

スタッフ関係 ・会議資料報告

その他 ・もしもの災害に備えて

・災害時の逃げ遅れが怖い。緊急時に情報収集ができる環境を整えることが大切。

・インフルエンザ等の感染症予防が大事。外部への対応や消毒等の対策を。

・火災をどう防ぐか。プラグのチェックや電気コンロ等の導入の検討を。

・災害時には近隣住民の協力が不可欠。近隣企業(小林精工)との協力体制の確保を。

・会議で見られる行事等の写真を毎回楽しみにしている。皆様いいお顔をされている。

・待遇を含めた職員の満足度をいかに上げていくかも大事なことであると思う。

・災害時の避難対応等の8割は自助や住民協力である。近隣企業との関係性の構築

　等、地域からの協力体制の確保が大事である。各地区の総代が中心となり、災害

　時の対応についての話合いや訓練をおこなっている。

・現状インフルエンザを発症した利用者様はおられません。引き続き、感染予防に

　取り組んでまいります。もし、発症された場合は居室での隔離対応となりますが、

　じっとしておられない利用者様もおられる為、感染対策の難しさも抱えています。

質問・助言 　家族様におかれましては、少しでも症状がある場合は面会をお控え頂く等の配慮

要望に対す 　をお願いいたします。

る施設対応 ・災害等の際に近隣企業(小林精工)からの協力が得られるよう、引き続き、関係性

　の構築に向けての努力をしてまいります。

・災害等に対する備蓄や火災時に対応するスプリンクラーや火災通報連動装置を

　設置しています。

・職員の満足度の向上に今後も継続して取り組んでまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループホーム婦中の家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理者　井上　貢　
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第75回暮らしを考える会(運営推進会議)記録（報告）

前回からの継続課題

実施日時

場所

出席者氏名


